
令和４年度 学校評価について 

       宮城県加美農業高等学校 学校評価委員会 

１ 学校評価の実施 

 （１）調査対象 

対 象 実 施 期 間 人 数 備 考 

１ 教      員 令和４年１１月２日～２４日 ４８名 教育職員のみ 

２ 教  職  員 令和４年１１月２日～２４日  ６５名 非常勤を除く職員 

３ 生      徒 令和４年１１月２日～２４日 １６０名  

４ 保  護  者 令和４年１１月２日～２４日 １６０名  

５ 外部学校関係者 令和４年１１月２日～２４日 １２名 学校評議員・近隣区長等  

 （２）回収状況 

 対 象 令和４年度 令和３年度 

１ 教      員 ８５．４％（41/48） １００％ 

２ 教  職  員 １００％（65/65） ８３．６％ 

３ 生      徒 ７６．３％（122/160） ９９．５％ 

４ 保  護  者 ７３．８％（118/160） ８４．３％ 

５ 外部学校関係者 ７５．０％（9/12） １００％ 

（３）調査方法 

   Ｗｅｂアンケート（Googleフォーム）及び質問紙法 

 

２ 調査結果 

 （１）自己点検・自己評価（教員・教職員）：別添資料Ａ（教員），Ｂ（教職員）による 

 （２）学校関係者評価（生徒）      ：別添資料Ｃ（生徒）による 

 （３）学校関係者評価（保護者）     ：別添資料Ｄ（保護者）による 

 （４）学校関係者評価（外部学校関係者） ：別添資料Ｅ（外部学校関係者）による 

 

３ ま と め 

   今年度より，Ｗｅｂアンケート方式（一部外部関係者については質問紙により実施）により実施したこと

から，回収率は上記の状況となり，昨年よりも低下した。 

   教員及び教職員の結果では，調査４５項目のうち４３項目で肯定的な回答（８０％以上）であった。特に，

「教員やＳＣ，ＳＳＷが必要な時に相談に応じている体制ができている」の質問及び「カウンセリングマイ

ンドを心がけ，生徒が安心して悩みを相談できるように努めている」の質問については，いずれも１００％

となり，生徒一人一人に対しての支援体制が構築されていることが伺える。 

しかしながら，「本校では，部活動が活発に行われている」の回答については，６１．５％↘（昨年６２．

７％），「本校の施設や設備は，安全で安心した学校生活が送れるようよく整備されている」の回答について

は５２．４％↘（昨年５６．９％）であり，「部活動の活性化」と「施設･設備の老朽化」が引き続きの課題で

ある。 

   生徒の結果では，県教育委員会が指定する１３の調査項目で，肯定的な割合が全て８５％を超えている。 

  特に，「寮の生活を経験したことを，将来にわたって役に立つ貴重な経験であると考えている」の回答が昨年

よりも４．１ポイント上昇し９７．５％（昨年９３．４％）となり，農業経営者育成高校としての役割を果

たしていると考える。また，コロナ禍であっても「学校生活は充実している」の回答については，年々上昇

していることから生徒の満足度が伺える。 

   保護者の結果では，２２項目中２１項目で肯定的な割合が８０％を超えている。特に「学校では，地域や

伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる」の回答が昨年よりも５．６ポイント上昇し９８．

１％（昨年９２．５％）となり，地域や関係機関との協働による魅力ある学校づくりに向けて高い評価を得

ている。しかし，「いじめ問題に対する学校の取り組み方針が保護者と共有されている」の回答については，

７８．２％（昨年７４．０％）と昨年よりも上昇したものの，引き続き本校の課題である  

自由記述においては，農業高校としての人材育成と，地域に開かれた学校教育への期待度が高い意見が多

く寄せられた。今後も様々な要望等を聞き入れながら，魅力ある学校づくりに向けて改善を図っていきたい

と考える。 


